
働くことの価値を知る子どもたち 

                            校長  藤ノ木 昌史 

 新年度が始まって１ヶ月（子どもたちの学校生活は３週間）、新しい体制で子ども

たちの学校生活が動いています。 

６年生の皆さんは、最高学年としてとても張り切って活動しています。 

登校班長、委員会やなかよし班のリーダー、清掃班長、運動会応援団･･･、たくさん

の役割・仕事を持っています。昨年１年間、６年生のがんばる姿を間近で見て、そして、

サポートして一緒に学校をリードしてきた皆さんですが、自分が先頭に立って動くと

なると､やはり緊張したり、勝手が分からなかったりすることもあるようです。でも､自

分の役割、責任をしっかり感じて、全校のために頑張ろうとする姿に､「さすが上北っ

子」と、頼もしく思います。 

 そして､新しく加わった３名の 1 年生も頑張っています。 

先日の清掃の時間、すずなさんが、３階から１階までの

階段の雑巾がけを一人でとても丁寧にやっている姿を見

ました。そうたさんが、雑巾をしっかり絞ろうと、高学年

のお兄さんに教えてもらいながら､小さい手で一生懸命や

っている姿を見ました。おうきさんが１年生教室の雑巾が

けを頑張り、新品の雑巾を真っ黒にしている姿を見ました。

この時期、こんなにしっかり仕事のできる 1年生は、初めて

見たように思います。これも､「上北っ子のみんなの雰囲気

が成す力か」、と思うところです。 

 

また、２０日（水）には、米作り活動のスタートでたい肥

まきを全校で行いました。バケツにたい肥を詰め、田んぼの

中に均等にまく作業、単純ですがなかなか疲れる仕事です。

１時間あまり、ふざけて遊び出す子もなく、怠ける子もなく、

みんながよく働きました。「おいしいお米を作るために」と

頑張って働きました。 

自分のため、人のために､頑張っている姿を、新年度のス

タートからたくさん見ることができています。 

見附市の教育の基本理念として「世に役立つことを喜び

とする子どもの育成」ということが掲げられています。子ど

もたちの様子を見ていて､まさに､そこにつながる子どもの

姿です。頼もしい上北っ子を感じました。  

上北谷 笑楽好 だより №２ 

チャレンジ通信 
令和４年４月２８日  

～感染予防対策に、引き続きご協力をお願いします～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 新潟日報「自由帳」に子どもたちの作文が載ります。 ～ 

新潟日報の『長岡・見附・小千谷』の情報紙面に、小学生の作文を載せる「自由帳」のコーナーがあります。 

この度、上北谷小学校に各学年３人の割り当てで掲載依頼がありました。子どもたちが「自分が熱中して

いること」や「将来の夢」などを書き､原稿をつくりました。 

掲載は、５月の連休明けからになる予定と連絡を受けています。ご覧いただけたら幸いです。 

 

７日 始業式 
素敵な上北谷笑楽好をつくりましょう 

１４日 なかよし班顔合わせ 
１年間一緒に活動する仲間です 

２２日 １年生を迎える会 
なかよくがんばろうね 

＜ｔeam 上北  
活動開始＞ 

１２日  
パトロール隊顔合わせ 
２０日  
農援隊顔合わせ 
２５日  
夢語り隊読み聞かせ 

２２日 学習参観  全学級 複式での指導です。 

１５日 交通安全教室 
交通ルールをしっかり守ろう 

８日 入学式 
かっこいい１年生になろう 


